
「『ViPキット １／２M S （BA、NAA、2,4-D）』をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます」（本紙

「ViPキットのご使用方法（Try以外共通）」A4 ２枚

①結束タイ×１袋 ②800mL 柄付き計量器×1 ③プラコップ大（420mL ）×3

④100mLコスメスプレー×1 ⑤プラコップ小（60mL）×1袋

⑥紙皿×１袋

⑦ポリエチレン袋×1 ⑧スプーン×1 ⑨マドラー×2

⑩次亜塩素酸カルシウム剤（10g）小袋×１

⑪ステイック砂糖（5g）×５を封入した袋×１

⑫vipSupporter 4mL瓶×１

⑬sirViP 5gの小袋と透明小さじ・クリップを同封した袋×１

⑭剃刀の小袋×１（両刃×１と片刃×２）

⑮eViP培地1/2MSゲランガム1.4ショ糖20 500mL分小袋×５を封入した袋×１

⑯pgrViPタブレット下記 各×２を封入した袋×１

BA 0.2mg、NAA 0.2mg、2,4-D 0.2mg

破損・欠品・取り違えなど、瑕疵がありましたならば、

ヴィトロプランツ（075-606-1861、claim@vitroplantslab.com）まで、ご連絡ください。

直ちに同等品とお取り替えいたします。

ただし、熱シールされた袋を１つでも開封・破損した場合はお取り替えしないことがあります。お気をつけ下さい。
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『ViPキット １／２MS（BA、NAA、2,4-D）』

をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。

以下の内容物をまず最初にお確かめください。



ViPキット シリーズ 共通概要：どこでも無菌培養！ のオールインワンキット

（培養棚・インキュベータなどの人工気象装置は含みません）

98℃以上の熱湯が得られるならどこでも滅菌培地が作成でき、外植体を置床できます。

沸いた湯があれば、培地作成＆分注は1分、冷却固化は1時間、置床1分のスピード！

少量の継代なら隙間時間で可能。培養容器もカミソリもワンセット。もちろん初代培養も可能です。

植物成長調節物質（PGR、植物ホルモン）も付録。

多数相手の学生実習、野外遺伝資源探索、ラン播種やニンジンのカルス化などの趣味や学習にも便利。

eViP培地や、sirViP、msViPシリーズのお試し版としてもどうぞ。

下図はViPキット内容物での作業概要です（湯沸かしポット、ピンセット、ハサミおよび外植体以外）。

培地作成（同梱のeViP培地シリーズ）：培地粉末を熱湯を注げばpHまで調整済みの滅菌された固形培地ができます！

作成した培地は、置床前の貯蔵時にはほとんど微生物に再汚染されません（外植体置床後は再汚染されます）。

外植体の置床（同梱のsirViP）：どこでも置床可能！ 素手もＯＫ！

sirViPを混ぜた水道水に、調整後の外植体をまとめて浸漬。

あとは培養容器に入れ、封じる前に霧吹きで一吹。

（下記例は外の植物→容器内へ無菌導入時。

無菌→無菌の継代時は４：植物体調整 以降から操作）

eViP培地粉末を

容器に入れ、

熱湯を注いで溶解（ダマはできません）し、

完全に溶けたらポリ袋に分注。

まずは手を

きれいに

洗いましょう

（重要）

２：sirViP水和液

に浸漬

１：植物を採取

わかりやすいように着色された培地を使用しております。

明記されていないかぎり、同梱の培地は着色されておりません。

本キットの操作概略（詳しくは別紙をご覧下さい）

３：塩素液に浸漬

５：sirViP水和液

に再び浸漬

４：植物体調整

（必要時のみ）

６：容器内に植えて塩素液を噴霧

７：容器を封じて培養

冷えて固まれば、

滅菌済み培地

作成完了。

待ち時間が必要です

待ち時間が必要です

カンパニュラヤクスギコチョウランハオルチア アジサイ

必要あれば、植物ホル

モンや糖濃度調整。

砂糖

pgrViP
（植物ホルモン剤）


